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＜開催日と参加者数および参加費＞

　このようなカリキュラムを設定し、以下の日程で全 7回開催。最終的に 424名もの方に受講していただくことができました。

　第 1回～第 4回の参加費は、高校生；3,000円　大学生・一般；5,000円で設定。第 5回～第 7回は文京区のさらなるご協力を得て、

高校生；無料　大学生・一般；3,000円で開催しましたが、上記参加者数を見ると、参加費と参加人数は相関関係にないことが

わかります。

＜講師講演料＞

　セミナーに登壇する講師の講演料について、筑波大学関係者は主催事業のため基本的に無

料、オリンピアンなどゲスト講師については 2～ 5万円を支払いました。上記の参加費は外

部講師の謝金や交通費、講師陣やボランティアスタッフの昼食・飲料費、ポスター・パンフレッ

トの作製代、配布資料や修了証の印刷代、参加者の保険などに充当いたしました。

＜セミナーを受講するメリット＞

　2日間の全講義を受講した方には、修了証が授与されました。修了証を授与されたことに

より、参加者のボランティアに対する前向きな意志の形成に繫がるとともに、今後の様々な

国際スポーツ大会におけるボランティア申込みの際のアピールとなり、研修履歴として活用

することができます。

　また、間もなく開始されるであろう東京 2020大会の大会ボランティア共通研修などに繋げ

ていける内容であると考えています。

＜参加者の声＞

　参加者アンケートでは、満足度が非常に高く、かなり高い評価を得たことがわかります。

　以下、受講者の声（全 7回から一部抜粋）をご参照ください。

ブラインドサッカー体験 シッティングバレー体験 
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プログラム 開催日 一般 大学 高校生 各回合計人数

第１回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/6/10(日)・6/17(日) 65名 65名

第２回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/4(土)・8/5(日) 23名 21名 18名 62名

第３回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/26(日)・9/２(日) 63名 14名 30名 107名

第４回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/9/23(日)・9/30(日) 65名 65名

第５回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/10/28(日)・11/3(祝) 16名 4名 5名 25名

第６回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/12/16(日)・12/23(日) 35名 1名 19名 55名

第７回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2019/1/13(日)・1/20(日) 33名 12名 45名

(170名) (170名) (84名)区分別（一般・大学・高校生）小計

各回参加者数（第１回～７回）合計 424名

 

＜開催日と参加者数および参加費＞ 
このようなカリキュラムを設定し、以下の日程で全7回開催。最終的に424名もの方に受講していただくこ

とができました。 

 

第1回～第4回の参加費は、高校生；3,000円 大学生・一般；5,000円で設定。第5回～第7回は文京

区のさらなるご協力を得て、高校生；無料 大学生・一般；3,000円で開催しましたが、上記参加者数を見

ると、参加費と参加人数は相関関係にないことがわかります。 

＜講師講演料＞ 
セミナーに登壇する講師の講演料について、筑波大学関係者は主催事業のため基本的に無料、オリ

ンピアンなどゲスト講師については2～5万円を支払いました。上記の参加費は外部講師の謝金や交通

費、講師陣やボランティアスタッフの昼食・飲料費、ポスター・パンフレットの作製代、配布資料や修了証

の印刷代、参加者の保険などに充当いたしました。 

＜セミナーを受講するメリット＞ 
2日間の全講義を受講した方には、修了証が授与されました。修了証を授

与されたことにより、参加者のボランティアに対する前向きな意志の形成に

繫がるとともに、今後の様々な国際スポーツ大会におけるボランティア申込

みの際のアピールとなり、研修履歴として活用することができます。 
また、間もなく開始されるであろう東京2020大会の大会ボランティア共通

研修などに繋げていける内容であると考えています。 

＜参加者の声＞ 

参加者アンケートでは、満足度が非常に高く、かなり高い評価を得たこと

プログラム 開催日 一般 大学 高校生 各回合計人数

第１回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/6/10(日)・6/17(日) 65名 65名

第２回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/4(土)・8/5(日) 23名 21名 18名 62名

第３回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/26(日)・9/２(日) 63名 14名 30名 107名

第４回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/9/23(日)・9/30(日) 65名 65名

第５回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/10/28(日)・11/3(祝) 16名 4名 5名 25名

第６回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/12/16(日)・12/23(日) 35名 1名 19名 55名

第７回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2019/1/13(日)・1/20(日) 33名 12名 45名

(170名) (170名) (84名)区分別（一般・大学・高校生）小計

各回参加者数（第１回～７回）合計 424名

 

＜開催日と参加者数および参加費＞ 
このようなカリキュラムを設定し、以下の日程で全7回開催。最終的に424名もの方に受講していただくこ

とができました。 

 

第1回～第4回の参加費は、高校生；3,000円 大学生・一般；5,000円で設定。第5回～第7回は文京

区のさらなるご協力を得て、高校生；無料 大学生・一般；3,000円で開催しましたが、上記参加者数を見

ると、参加費と参加人数は相関関係にないことがわかります。 

＜講師講演料＞ 
セミナーに登壇する講師の講演料について、筑波大学関係者は主催事業のため基本的に無料、オリ

ンピアンなどゲスト講師については2～5万円を支払いました。上記の参加費は外部講師の謝金や交通

費、講師陣やボランティアスタッフの昼食・飲料費、ポスター・パンフレットの作製代、配布資料や修了証

の印刷代、参加者の保険などに充当いたしました。 

＜セミナーを受講するメリット＞ 
2日間の全講義を受講した方には、修了証が授与されました。修了証を授

与されたことにより、参加者のボランティアに対する前向きな意志の形成に

繫がるとともに、今後の様々な国際スポーツ大会におけるボランティア申込

みの際のアピールとなり、研修履歴として活用することができます。 
また、間もなく開始されるであろう東京2020大会の大会ボランティア共通

研修などに繋げていける内容であると考えています。 

＜参加者の声＞ 

参加者アンケートでは、満足度が非常に高く、かなり高い評価を得たこと

プログラム 開催日 一般 大学 高校生 各回合計人数

第１回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/6/10(日)・6/17(日) 65名 65名

第２回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/4(土)・8/5(日) 23名 21名 18名 62名

第３回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/26(日)・9/２(日) 63名 14名 30名 107名

第４回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/9/23(日)・9/30(日) 65名 65名

第５回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/10/28(日)・11/3(祝) 16名 4名 5名 25名

第６回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/12/16(日)・12/23(日) 35名 1名 19名 55名

第７回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2019/1/13(日)・1/20(日) 33名 12名 45名

(170名) (170名) (84名)区分別（一般・大学・高校生）小計

各回参加者数（第１回～７回）合計 424名

参加者に授与された修了証

 

＜開催日と参加者数および参加費＞ 
このようなカリキュラムを設定し、以下の日程で全7回開催。最終的に424名もの方に受講していただくこ

とができました。 

 

第1回～第4回の参加費は、高校生；3,000円 大学生・一般；5,000円で設定。第5回～第7回は文京

区のさらなるご協力を得て、高校生；無料 大学生・一般；3,000円で開催しましたが、上記参加者数を見

ると、参加費と参加人数は相関関係にないことがわかります。 

＜講師講演料＞ 
セミナーに登壇する講師の講演料について、筑波大学関係者は主催事業のため基本的に無料、オリ

ンピアンなどゲスト講師については2～5万円を支払いました。上記の参加費は外部講師の謝金や交通

費、講師陣やボランティアスタッフの昼食・飲料費、ポスター・パンフレットの作製代、配布資料や修了証

の印刷代、参加者の保険などに充当いたしました。 

＜セミナーを受講するメリット＞ 
2日間の全講義を受講した方には、修了証が授与されました。修了証を授

与されたことにより、参加者のボランティアに対する前向きな意志の形成に

繫がるとともに、今後の様々な国際スポーツ大会におけるボランティア申込

みの際のアピールとなり、研修履歴として活用することができます。 
また、間もなく開始されるであろう東京2020大会の大会ボランティア共通

研修などに繋げていける内容であると考えています。 

＜参加者の声＞ 

参加者アンケートでは、満足度が非常に高く、かなり高い評価を得たこと

プログラム 開催日 一般 大学 高校生 各回合計人数

第１回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/6/10(日)・6/17(日) 65名 65名

第２回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/4(土)・8/5(日) 23名 21名 18名 62名

第３回 筑波・文京国際スポーツボランティア育成プログラム 2018/8/26(日)・9/２(日) 63名 14名 30名 107名

第４回 筑波・神田国際スポーツボランティア人財育成プログラム 2018/9/23(日)・9/30(日) 65名 65名

第５回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/10/28(日)・11/3(祝) 16名 4名 5名 25名

第６回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2018/12/16(日)・12/23(日) 35名 1名 19名 55名

第７回 筑波・文京ボランティア育成セミナー 2019/1/13(日)・1/20(日) 33名 12名 45名

(170名) (170名) (84名)区分別（一般・大学・高校生）小計

各回参加者数（第１回～７回）合計 424名



46

　・ ボランティア＝無償の手伝いという認識であったが、今回の講義を聴いて、人のために役立つことを嬉しく思う自分とい

うものの再発見をすることができた（大学生）

　・ おもてなしの心の講義を受けて感動した。参加した一部の者だけが学ぶのではなく、是非自分の学校の皆にも学んで欲し

い講義だと感じた。（高校生）

　・ ボランティアには「この方はどんな方なのか」「何をしてあげたら喜んでもらえるのか」と、相手を観察して気付いて、そ

れに応じた対応をしていくことが大切であるとわかった（一般）

　・ オリンピックは競技だけではなく文化的・教育的活動にも幅広く繋がっていること、またそれら活動を円滑に進めるため

にボランティアの存在は大事であることを実感した（大学生）

　・ 普段学校では学ぶことのできないオリンピック・パラリンピックのこと、障害者スポーツの講義を聴くことができて、オ

リンピック開催への興味関心が深まった（高校生）

　・ 講義だけではなく実技を通して体験的に学べたことが大変有意義であった。特に視覚障害への声掛けや支援方法は体験し

なくては身につかないと感じた（高校生）

　・ ボランティアは無償でお手伝いすることだけが目的ではなく、一般教養・各国の事情・マナーを知った上で初めてボランティ

アとしての活動が成り立つことを改めて実感した（大学生）

　・ 自身にも視覚障害があり多くのパラスポーツや障害者スポーツなど経験してきたので、2020大会では大会ボランティアと

して還元していきたいと思う（高校生）

　・ ボランティアを学びに来たが、それだけではなく社会勉強を学ぶことができ、世界・人・社会が全て繋がっていることを

実感した（大学生）

　・ 障害者へのサポート・外国人への対応の講義は、如何に相手目線に立ち、考え、サポートできるかがわかり、ボランティ

アの枠を超えて社会へ応用できる内容であった (大学生 )

　・ 全く知らないことを学べた。ボランティアの面談で本日のことを活かしたいと思う。（高校生）

　・ このセミナーを通して、一歩踏み出し挑戦することは新たな仲間に出逢い新しい自分を発見することに繋がることを実感

した。このような機会を与えてくれたことに感謝している。（一般）

　・ 独学で学んだら大変なことを第一線で活躍の専門家の方に学べ、よい機会となった（一般）

　・ 2日間のカリキュラムがとても良く練られていて、参加費以上の値打ちがあった（一般）

＜ボランティア育成セミナーを終えて＞

　全 7回にわたりボランティア育成セミナーを開催しましたが、講義によるオリンピックやパラリンピックの歴史や理念、ボ

ランティアの仕組みや心構えに関するカリキュラムに加えて、障害のある人々の視点からのサポートのあり方や、障害者スポー

ツの実体験を学ぶ 2日間の内容は、大きな意義があったといえます。実際にボランティアとして関わる際のテクニックやマナー

を身に付けるのみならず、日常生活において、他者に対して配慮のある生き方をしていくことは、参加者の声にもありますよ

うに、自他共に喜びとなり、心を豊かにしていくことになります。それはまさに東京 2020大会の理念の一つである「多様性と

調和」につながります。高い評価を得たこのセミナーは、オリンピック教育、特別支援教育、アダプテッドスポーツを推進し

てきた筑波大学の人的資源によるところが大きいのはもちろんですが、これらの成果を今後はさらに各地に広げていきたいと

思っています。

　スポーツ庁委託事業「オリンピック・パラリンピックムー

ブメント全国展開事業」において、「マナーとおもてなしの心

を備えたボランティアの育成」、「スポーツを通したインクルー

シブな社会（共生社会）の構築」を、オリンピック・パラリンピッ

ク教育の内容と位置付けていることから、当事業の一環とし

ても実施されました。ここで得た成果を、全国各校でのオリ

ンピック・パラリンピック教育講演に盛り込み、今後も活用

していきたいと思います。

　最後になりましたが、ご協力いただいた文京区、神田外語

大学ならびに東京オリンピック・パラリンピック競技大会組

織委員会、大塚警察署の皆さまに心から感謝申し上げます。
永田学長が参加者一人一人に修了証を授与

がわかります。 
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けや支援方法は体験しなくては身につかないと感じた（高校生） 

・ボランティアは無償でお手伝いすることだけが目的ではなく、一般教養・各国の事情・マナーを知った

上で初めてボランティアとしての活動が成り立つことを改めて実感した（大学生） 

・自身にも視覚障害があり多くのパラスポーツや障害者スポーツなど経験してきたので、2020大会では

大会ボランティアとして還元していきたいと思う（高校生） 

・ボランティアを学びに来たが、それだけではなく社会勉強を学ぶことができ、世界・人・社会が全て繋

がっていることを実感した（大学生） 

・障害者へのサポート・外国人への対応の講義は、如何に相手目線に立ち、考え、サポートできるかが

わかり、ボランティアの枠を超えて社会へ応用できる内容であった(大学生) 

・全く知らないことを学べた。ボランティアの面談で本日のことを活かしたいと思う。（高校生） 

・このセミナーを通して、一歩踏み出し挑戦することは

新たな仲間に出逢い新しい自分を発見することに繋

がることを実感した。このような機会を与えてくれたこと

に感謝している。（一般） 

・独学で学んだら大変なことを第一線で活躍の専門家

の方に学べ、よい機会となった（一般） 

・2日間のカリキュラムがとても良く練られていて、参加

費以上の値打ちがあった（一般） 

＜ボランティア育成セミナーを終えて＞ 

全７回にわたりボランティア育成セミナーを開催しましたが、講義によるオリンピックやパラリンピックの

歴史や理念、ボランティアの仕組みや心構えに関するカリキュラムに加えて、障害のある人々の視点か

らのサポートのあり方や、障害者スポーツの実体験を学ぶ2日間の内容は、大きな意義があったといえま

す。実際にボランティアとして関わる際のテクニックやマナーを身に付けるのみならず、日常生活におい

て、他者に対して配慮のある生き方をしていくことは、参加者の声にもありますように、自他共に喜びとな

り、心を豊かにしていくことになります。それはまさに東京2020大会の理念の一つである「多様性と調和」

につながります。高い評価を得たこのセミナーは、オリンピック教育、特別支援教育、アダプテッドスポー

ツを推進してきた筑波大学の人的資源によるところが大きいのはもちろんですが、これらの成果を今後

はさらに各地に広げていきたいと思っています。 

スポーツ庁委託事業「オリンピック・パラリンピックムーブメント全国展開事業」において、「マナーとお

もてなしの心を備えたボランティアの育成」、「スポーツを通したインクルーシブな社会（共生社会）の構

築」を、オリンピック・パラリンピック教育の内容と位置付けていることから、当事業の一環としても実施さ

特別寄稿 
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TIAS研究員　　高橋 美穂子

　筑波大学つくば国際スポーツアカデミー（以下、TIAS）では 2017年から 2019年にかけて毎年 3月に、留学生計 17人

を附属駒場中学校（以下、附属駒場）に派遣し、中学生計 47人に対してオリンピック価値教育（Olympic Values Education 

Programme、以下、OVEP）を行ってきた。講座は毎年、英語で行われ、日本人学生が通訳した。基本的には、導入（アイスブレー

クとオリンピズムの紹介）の後、オリンピズムの「3つの本質的価値」（卓越性、友情、敬意／尊重）や、本質的価値を体験す

るための「5つの教育テーマ」（努力から得られる喜び、フェアプレー、敬意／尊敬の実践、卓越性の追求、身体・意志・精神

のバランス）に基づいたゲームを行い、最後に振り返りをした。ゲームは TIAS学生が国際オリンピック委員会（IOC）公認

の OVEPに関する教材を参考に、対象者の特性などを踏まえ考案した。2017年は 5つの教育テーマに基づいたゲームを行った。

例えば、「フェアプレー」では、目隠しをして音の鳴るボールをパスしあう「ブラインド・パス・サッカー」を行った。声とボー

ルの音だけを頼りにパスし、「見てはいけない」というルールを守る経験を通じて学んでもらった。アンケート結果から、参

加者のうち 7割以上が「楽しめた」と分った。一方で、特定の価値について理解が難しかったことも分った。このため、2018

年以降は 3つの本質的価値に絞ってゲームを行った。また、2017年は参加者全員に一緒に各ゲームに参加してもらったが、翌

年からは小グループに分け、ローテーション形式で各ゲームに参加してもらった。その結果、各価値についての理解度は改善

された。一方で、時間が長く参加者の集中力が切れてしまった。そこで、2019年は各ゲームの時間を 20分短縮し、約 15分間

にした。また、参加者にはゲームを体験した上で、どのような価値について学習してもらう意図があったのかを答えてもらう

方法をとった（写真）。様々な答えが出てきたことから、参加者がゲームやスポーツに対して勝ち負けだけではない価値を見

いだすことができたと考えられた。TIASでは今後、この留学生による各国での OVEP普及に期待しつつ、指導案を日本語と

英語で作成するなど、より効果的な実施を検討したい。

筑波大学 TIAS による付属駒場中学校でのオリンピック価値教育（OVEP） 
                            TIAS研究員 高橋美穂子 

 
筑波大学つくば国際スポーツアカデミー（以下、TIAS）では 2017 年から 2019 年にか

けて毎年 3 月に、留学生計 17 人を附属駒場中学校（以下、附属駒場）に派遣し、中学生計
47 人に対してオリンピック価値教育（Olympic Values Education Programme、以下、OVEP）
を行ってきた。講座は毎年、英語で行われ、日本人学生が通訳した。基本的には、導入（ア
イスブレークとオリンピズムの紹介）の後、オリンピズムの「３つの本質的価値」（卓越性、
友情、敬意／尊重）や、本質的価値を体験するための「５つの教育テーマ」（努力から得ら
れる喜び、フェアプレー、敬意／尊敬の実践、卓越性の追求、身体・意志・精神のバラン
ス）に基づいたゲームを行い、最後に振り返りをした。ゲームは TIAS学生が国際オリンピ
ック協会（IOC）公認の OVEP に関する教材を参考に、対象者の特性などを踏まえ考案し
た。2017 年は 5つの教育テーマに基づいたゲームを行った。例えば、「フェアプレー」では、
目隠しをして音の鳴るボールをパスしあう「ブラインド・パス・サッカー」を行った。声
とボールの音だけを頼りにパスし、「見てはいけない」というルールを守る経験を通じて学
んでもらった。アンケート結果から、参加者のうち 7 割以上が「楽しめた」と分った。一
方で、特定の価値について理解が難しかったことも分った。このため、2018 年以降は３つ
の本質的価値に絞ってゲームを行った。また、2017 年は参加者全員に一緒に各ゲームに参
加してもらったが、翌年からは小グループに分け、ローテーション形式で各ゲームに参加
してもらった。その結果、各価値についての理解度は改善された。一方で、時間が長く参
加者の集中力が切れてしまった。そこで、2019 年は各ゲームの時間を 20 分短縮し、約 15
分間にした。また、参加者にはゲームを体験した上で、どのような価値について学習して
もらう意図があったのかを答えてもらう方法をとった（写真）。様々な答えが出てきたこと
から、参加者がゲームやスポーツに対して勝ち負けだけではない価値を見いだすことがで
きたと考えられた。TIAS では今後、この留学生による各国での OVEP 普及に期待しつつ、
指導案を日本語と英語で作成するなど、より効果的な実施を検討したい。 

 

筑波大学 TIAS による附属駒場中学校でのオリンピック価値教育（OVEP）
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OVEP 指導案資料  
 

 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

 
 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 02 オリンピック・シンボル」 

 
〇 対象：   小学校低学年 
〇 本時のねらい：  オリンピック・リングを知り、その重要性を理解する。 
〇 準備物：   アクティビティシート 9ページ、色鉛筆（クレヨン） 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳、学級活動、図工 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】これまでにオリンピッ

ク・リングを見たことがありま

すか？どんなところで見かけ

るでしょうか？  

 
オリンピック・シンボルがあ

るということ、本時はそれに

ついて学ぶことを理解させ

る。 

 

展開 
(15分) 
 
 
 
 
 
 
 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10分) 

2）オリンピック・シンボルに
ついて知る 
【演習】オリンピック・シンボ

ルは 5 つの輪からできていま
す。オリンピック・リングに色

を塗ってみましょう。オリンピ

ック・シンボルは何色でできて

いたかな。 
 
【説明】「オリンピック・リン

グとオリンピック旗について

知る。（オリンピック・リング

の色と配置、色の意味とシンボ

ルの歴史） 
 
 
 
 
3）オリンピック・シンボルに
ついて考える 
【発問】 
オリンピック・リングを見たこ

とがない人に、あなたはどのよ

うに説明しますか？ 
隣の人に説明してみよう。 

 
 
オリンピック・リングの色を

考えさせる。 
色と配置を考えさせてから、

色鉛筆やクレヨンを使って

ワークシートの図に色をぬ

らせる。 
 
全体が概ね塗り終わったら、

オリンピック・シンボルを見

せる。 
32ページの「オリンピック・
リングとオリンピック旗に

ついて説明する。 
自分が塗った色と比較させ

る。なぜその色だと思った

か。 
5 つの輪はどのようにつなが
っているか、色はどのように

配置されているかなど、伝え

るポイントを示す。 

アクティビティシー

ト 9ページ「オリン
ピック・シンボル」 
 
 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」32ペー
ジ 

まとめ 
(5分) 

オリンピック・シンボルがどん

なものでどんな意味があった

か、振り返る。 

これからどんなところで見

かけるかなど、今後に興味関

心をつなげる。 

 

 



50

【監修：国立大学法人筑波大学】 

 
 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 02 オリンピック・シンボル」 

 
〇 対象：   小学校中・高学年 
〇 本時のねらい：  オリンピック・リングを知り、その重要性を理解する。 
〇 準備物：   アクティビティシート 9ページ、色鉛筆（クレヨン） 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】これまでにオリンピッ

ク・リングを見たことがありま

すか？どんなところで見かけ

ますか？  

 
オリンピック・シンボルがあ

るということ、本時はそれに

ついて学ぶことを理解させ

る。 

 

展開 
(15分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
(10分) 

2）オリンピック・シンボルに
ついて知る 
【演習①】オリンピック・シン

ボルを書いてみましょう。オリ

ンピック・シンボルは 5つの輪
からできています。正しく書け

たかな。 
オリンピック・リングに色を塗

ってみましょう。オリンピッ

ク・シンボルは何色だったか

な。 
【説明】「オリンピック・リン

グとオリンピック旗について

知る。（オリンピック・リング

の色と配置、色の意味とシンボ

ルの歴史） 
 
 
3）オリンピック・シンボルに
ついて考える 
【発問】 
オリンピック・リングを見たこ

とがない人に、あなたはどのよ

うに説明しますか？ 
隣の人に形だけでなく、その意

味も含めて説明してみよう。 

 
 
白紙にオリンピック・リング

を書かせる。 
5 つの輪のつながり方、色と
配置を考えさせてから、色鉛

筆やクレヨンを使って色を

ぬらせる。 
全体が概ね塗り終わったら、

オリンピック・シンボルを見

せる。 
32ページの「オリンピック・
リングとオリンピック旗に

ついて説明する。 
輪のつながりが正しく書け

ていたか、色と配置は正しか

ったか。なぜその色だと思っ

たか。 
5 つの輪はどのようにつなが
っているか、色はどのように

配置されているかなど、伝え

るポイントを示す。2 人組を
作りお互いに説明する。 

アクティビティシー

ト 9ページ「オリン
ピック・シンボル」 
 
 
 
 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」32ペー
ジ 
「オリンピック価値

教育の基礎」17・18
ページ 

まとめ

（5分） 
オリンピック・シンボルがどん

なものでどんな意味があった

か、振り返る。 

これからどんなところで見

かけるかなど、今後に興味関

心をつなげる。 

 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

 
 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 02 オリンピック・シンボル」 

 
〇 対象：  中学生 
〇 本時のねらい： オリンピック・リングを知り、その重要性を理解する。 
〇 準備物：  インターネットに接続できるタブレットまたは PC、ワークシート 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】これまでにオリンピッ

ク・リングを見たことがありま

すか？ 
それはどんな形、色でしょう

か？その意味を知っています

か？ 

 
本時はオリンピック・シンボ

ルについて学ぶことを理解

させる。 
オリンピック・シンボルにつ

いて知っていることを話し

合わせる。 

 
 
 
 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
(20分) 
 
 
 
 
 
 
(10分) 

2）オリンピック・シンボルの
意味について知る。 
（オリンピック・リングの形や

色と配置、色の意味とシンボル

の歴史について知る） 
3）その他の国際的なシンボル
について調べる。それぞれどん

な意味を持っているだろうか。 
 
グループで調べ、グループ間で

も共有する。 
 
4）オリンピズムについて学ぶ。
オリンピック・シンボルはオリ

ンピズムのメッセージを伝え

ているかどうか、考えてみよ

う。もし加えるとしたら、どん

な要素が必要だろうか。 
 
グループの考えを全体で共有

しよう。 

資料を用いてオリンピック・

シンボルの意味を伝える。 
 
 
 
パラリンピック、国際連合、

ユネスコ、赤十字、国境なき

医師団などインターネット

を使ってシンボルとその意

味を調べさせ、ワークシート

に記入させる。 
 
資料を基にオリンピズムに

ついて紹介する。 
オリンピック・シンボルがオ

リンピズムのメッセージを

伝えているか考えさせる。他

にどんな要素が必要か話し

合わせる。 
各グループに発表させる。 

「オリンピック価値

教育の基礎」32,34ペ
ージ 
 
 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」18ペー
ジ 

まとめ 
(5分) 

オリンピック・シンボルの意

味、オリンピズムについて振り

返る。 

オリンピズムについて振り

返らせ、自分たちが考えたシ

ンボルについても、今後も継

続して考えられるよう方向

づける。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

 
 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 02 オリンピック・シンボル」 

 
〇 対象：  高校生 
〇 本時のねらい： オリンピック・リングを知り、その重要性を理解する。 
〇 準備物：  インターネットに接続できるタブレットまたは PC 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、現代社会、保健体育 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】これまでにオリンピッ

ク・リングを見たことがありま

すか？ 
それはどんな形、色でしょう

か？ 

 
本時はオリンピック・シンボ

ルについて学ぶことを理解

させる。 
オリンピック・シンボルにつ

いて知っていることを話し

合わせる。 

 
 
 
 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
(20分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10分) 
 

2）オリンピック・シンボルの
意味について知る。 
（オリンピック・リングの色と

配置、色の意味とシンボルの歴

史） 
3）オリンピズムについて学び、
オリンピックを取り巻く社会

の変化について考える。 
シンボルが発表された 1914年
と現在ではどんな違いがある

と思いますか。 
（1914 年がどんな年か調べよ
う。第 1次世界大戦勃発など） 
 
 
4）1914年に発表されたオリン
ピック・シンボルが現代におい

ても適切と言えるだろうか。今

後 100 年オリンピックが続く
として、このシンボルを使い続

けることができるだろうか。新

しくするとしたら、どんなもの

がいいか、考えてみよう。 

資料を用いてオリンピック・

シンボルの意味を伝える。 
 
 
 
資料を用いてオリンピズム

について説明する。 
 
1914（大正 3）年はどんなこ
とがあったかインターネッ

ト等で調べさせる。 
大正 3 年と現在では社会情
勢、私たちを取り巻く生活が

どのように違うのか考えさ

せる。 
作成された時代と現在の違

いを踏まえて、シンボルに必

要な要素を考えさせる。時代

を超えても変わらないもの、

時代とともに変わりゆくも

のなど、必要に応じて考える

ヒントを与える。 
 

「オリンピック価値

教育の基礎」32,34ペ
ージ 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」18、25
ページ 
ワークシート 
日本史・世界史の教

科書、資料集など 

まとめ

(5分) 
オリンピックが始まったころ

と現在の違いを振り返る。 
オリンピックが今後も続く

ためには、何が必要か、考え

を今後につなげる。 

 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 04 オリンピック・モットー」 

 
〇 対象：  小学校中・高学年 
〇 本時のねらい： 1) オリンピズムを探求するときに、児童・生徒たちをインスパイア

（元気づけ、明るくさせる）し、元気づけるモットーの力を明確に理

解する。 
2）オリンピック・モットーの意味を理解する。 

〇 準備物：  オリンピック価値教育の基礎、ワークシート(グループの話し合い) 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(7分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】みなさんは運動会でか

けっこをしたり、スポーツの試

合をするとき、何を目標に走っ

たり、プレーしたりしますか。 
オリンピック・モットー「より

速く、より高く、より強く」に

ついて知る。 

本時はオリンピック・モット

ーについて学ぶことを理解す

る。 
隣の人と、お互いの考えを聞

き合うよう支持する。 
資料を用いてオリンピック・

モットーを紹介し、自分の考

えと比較させる。 

 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」38ペー
ジ 

展開 
(10分） 
 
 
 
 
 
(15分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8分) 

2）オリンピック・モットーに
ついて考える 
オリンピックのモットー（標

語）は、「より速く、より高く、

より強く」です。競技するとき

の目標として適切だと思いま

すか。話し合ってみましょう。 
3）勝つことだけがすべてでは
ないこと、その過程が大切であ

ることに気付く 
「オリンピック競技大会でも

っとも重要なことは、勝つこと

ではなく参加することである。

同様に、人生でもっとも重要な

ことは成功ではなく奮闘努力

することである。肝心なのは、

勝つことよりも、よく戦うこと

である」 
グループの話し合いの結果を

共有しよう。 

オリンピック・モットーと自

分の考えを比較して、同じか

どうか、グループで紹介し合

う。また、競技するにはほか

に大切なことはないかグルー

プで話し合わせる。 
 
競技会で優勝する人は 1人（1
チーム）だけであることを示

し、それ以外の人（チーム）

は意味がないのか、について

グループで話し合わせる。 
オリンピックのメッセージを

聞いて、これまでの話し合い

と比較する。このメッセージ

に同意するか、それ以外の考

えか、理由も含めて話し合わ

せる。 
他のグループの意見を共有さ

せる。 

ワークシート 
 
 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」39ペー
ジ 

まとめ

（5分） 
オリンピック・モットーと自分

たちの考えを振り返り、スポー

ツ以外の機会にも当てはめる。 

スポーツ以外の事にも置き換

えられることに気付かせる。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 04 オリンピック・モットー」 

 

〇 対象：  中学生 
〇 本時のねらい： 1) オリンピズムを探求するときに、児童・生徒たちをインスパイア

（元気づけ、明るくさせる）し、元気づけるモットーの力を明確に理

解する。 
2）オリンピック・モットーの意味を理解する。 

〇 準備物：  オリンピック価値教育の基礎、ワークシート(グループの話し合い） 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(7分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピック・モット

ーについて知っていますか、み

なさんは競技をするとき、何を

目標にプレーしますか。 
オリンピック・モットー「より

速く、より高く、より強く」に

ついて知る。 

本時はオリンピック・モット

ーについて学ぶことを理解す

る。 
隣の人と、お互いの考えを聞

き合うよう支持する。 
資料を用いてオリンピック・

モットーを紹介し、自分の考

えと比較させる。 

 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」38ペー
ジ 

展開 
(15分) 
 
 
 
 
 
 
 
(13分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10分) 

2）不正について考える 
このモットーを追求すると、ど

のようなことが起こり得るで

しょうか。競技者の立場や、審

判の立場、コーチの立場からも

考えてみましょう。 
不正をするのはなぜでしょう

か。不正をすると、周りにどん

な影響を及ぼすでしょうか。 
3）「オリンピック競技大会でも
っとも重要なことは、勝つこと

ではなく参加することである。

同様に、人生でもっとも重要な

ことは成功ではなく奮闘努力

することである。肝心なのは、

勝つことよりも、よく戦うこと

である」のメッセージについて

考える。 
話し合いの結果を共有する。 

グループで話し合わせ、究極

を追求すると、不正が起こり

得ることに気付かせる。さま

ざまな立場から考えるよう指

示する。 
どんな不正があり得るか、そ

れはなぜか、周囲にどのよう

な影響があるか話し合わせ

る。 
ワークシートに記入させる。 
グループの話し合いを踏まえ

て、左記メッセージをどう思

うか、さらに話し合わせる。 
 
 
 
 
 
グループ毎に話し合いの結果

を共有する。 

ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」39ペー
ジ 

まとめ

(5分) 
競技において不正がなぜ起こ

るのか、それが周囲にどんな影

響を及ぼすかを振り返る。 

本時の内容を日常生活に置き

換えて考えられるよう指導す

る。 

 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 04 オリンピック・モットー」 

〇 対象：  高校生 
〇 本時のねらい： 1) オリンピズムを探求するときに、児童・生徒たちをインスパイア

（元気づけ、明るくさせる）し、元気づけるモットーの力を明確に理

解する。 
2）オリンピック・モットーの意味を理解する。 

〇 準備物：  オリンピック価値教育の基礎、ワークシート(グループの話し合い） 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、保健体育 等 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピック・モット

ーについて知っていますか、み

なさんは競技をするとき、何を

目標にプレーしますか。 
オリンピック・モットー「より

速く、より高く、より強く」に

ついて知る。 

本時はオリンピック・モット

ーについて学ぶことを理解す

る。 
隣の人と、お互いの考えを聞

き合うよう指示する。 
資料を用いてオリンピック・

モットーを紹介し、自分の考

えと比較させる。 

 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」38ペー
ジ 

展開 
(8分) 
 
 
 
 
 
 
 
(15分) 
 
 
 
 
 
(8分) 
 
 
 
(10分) 

2）不正について考える 
このモットーを追求すると、ど

のようなことが起こり得るで

しょうか。競技者の立場や、審

判の立場、コーチの立場からも

考えてみましょう。不正をする

のはなぜか、不正をすると周り

にどんな影響を及ぼすかも考

えてみましょう。 
3）不正の事例を調べる 
インターネットを使って不正

の事例を調べてみましょう。事

例の背景や、さらに周囲にどの

ような影響があったのかも調

べてみましょう。 
4）「オリンピック競技大会でも
っとも重要なことは、勝つこと

ではなく参加することである

…。」について考える。 
話し合いの結果を共有する。 

グループで話し合わせ、究極

を追求すると、様々な不正が

起こりうることに気付かせ

る。さまざまな立場から考え

るよう指示する。 
どんな不正があり得るか、そ

れはなぜか、周囲にどのよう

な影響があるか話し合わせ

る。 
ワークシートに記入させる。 
PCやタブレットを使って、グ
ループ毎に自分たちが考えた

不正に類する事例を探す。背

景についても調べてそれをも

とに考えさせる。 
調べた結果に照らし合わせて

考えさせる。不正をなくすに

はどうしたらよいだろうか。 
 
グループ毎に話し合いの結果

を共有する。 

ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」39ペー
ジ 

まとめ

(4分) 
競技において不正がなぜ起こ

るのか、それが周囲にどんな影

響を及ぼすかを振り返る。 

本時の内容を日常生活に置き

換えて考えられるよう指導す

る。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

1 
 

教師用指導案「聖火と聖火リレー」 
 
〇 対象：   小学校低学年 
〇 本時のねらい：  東京 2020大会の聖火リレーの意味を理解する 
〇 準備物：   OVEPアクティビティシート 12ページ、色鉛筆（クレヨン） 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳、学級活動、図工 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】これまでにオリンピッ

クの聖火を見たことがありま

すか？どんなところに置かれ

ているか考えよう。 
 

オリンピックに聖火リレー

があること、本時はそれにつ

いて学ぶことを理解させる。

聖火について知っているこ

とを発表させる。 

「東京 2020 聖火リ
レー授業用参考資

料」 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(25分) 
 
 
 
 
 

2）聖火と聖火リレーについて
知る 
オリンピックの聖火は聖火台

に大会の期間中、灯されていま

す。聖火を聖火台まで運ぶため

聖火リレーが行われます。東京

2020 オリンピック聖火リレー
のコンセプトについて学びま

しょう。 
 
 
3)「クレヨンや色鉛筆を使っ
て、聖火のトーチの握りの部分

によく知っている選手をデザ

インしてみよう」 
 
又は 
 
「クレヨンや色鉛筆を使って、

トーチをデザインしてみよう」 
 
 
 

 
 
東京 2020 オリンピック聖火
リレーのコンセプト「Hope 
Lights Our Way / 希望の道
を、つなごう。」には、どのよ

うな願いが込められている

か考えさせる。2 人組になっ
て話し合い、クラスで発表す

る。 
 
トーチの握りの部分のデザ

インとして有名なアスリー

トの姿を描く。祭りなど地域

の文化を描いても良い。 
 
 
 
過去大会のトーチを参考に、

オリジナルのトーチを描く。 
 

 
 
東京 2020 ウェブサ
イト「東京 2020オリ
ンピック聖火リレ

ー」 
 
 
 
 
 
過去の大会のトーチ

については「オリン

ピック・パラリンピ

ック学習読本中学校

編」p.96-97 
東京 2020 大会のト
ーチについては東京

2020 ウェブサイト
（オリンピック聖火

リレートーチ・エン

ブレム、パラリンピ

ック聖火リレートー

チ・エンブレム） 
まとめ 
(5分) 

オリンピック聖火と聖火リレ

ーがどんなものでどんな意味

があるか、振り返る。 

東京 2020 オリンピック聖火
リレーに関心を持たせる。 

 

 

資　料 



57

【監修：国立大学法人筑波大学】 

1 
 

教師用指導案「聖火と聖火リレー」 
〇 対象：   小学校中・高学年 
〇 本時のねらい：  聖火と東京 2020聖火リレーの意味を理解する 
〇 準備物：   インターネットに接続できるタブレット又は PC、 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、学級活動 等 
 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】これまでに聖火を見た

ことがありますか？どんなと

ころで見ましたか？  

オリンピックには聖火があ

り、聖火リレーが行われるこ

と、本時はそれについて学ぶ

ことを理解させる。 

「東京 2020 聖火リ
レー授業用参考資

料」 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(25分) 
 

2）オリンピック聖火について
知る 
オリンピックの聖火は聖火台

に大会の期間中、灯されていま

す。聖火を聖火台まで運ぶため

聖火リレーが行われます。 
東京 2020オリンピック聖火リ
レーのコンセプトについて学

びましょう。 
 
 
 
（※時間に余裕があれば実施） 
東京 2020パラリンピックの聖
火リレーの考えを学ぶ 
東京 2020パラリンピック聖火
リレーのコンセプトについて

学びましょう。 
 
3) 聖火リレーのユニークな実
施手法を考える 
どのように聖火リレーを行う

と、地域の特色を出せるだろ

う。ユニークな実施手法を考え

よう。 

 
 
東京 2020 オリンピック聖火
リレーのコンセプト「Hope 
Lights Our Way - 希望の道
を、つなごう。-」にどのよう
な願いが込められているか

考えさせる。 
 
 
 
 
東京 2020 パラリンピック聖
火リレーのコンセプトは

「Share Your Light / あなた
は、きっと、誰かの光だ。」で

あることも学ばせる。 
 
 
 
 
聖火リレーのユニークな実

施手法を考えさせる。ただ

し、リレー実施中に灯された

炎が消えないことが条件。 
2 人組で話し合い、クラスで
発表する 
 

 
 
「オリンピック価値

教育の基礎」p.40-41 
 
東京 2020 ウェブサ
イト「東京 2020オリ
ンピック聖火リレ

ー」 
 
 
 
東京 2020 ウェブサ
イト「東京 2020パラ
リンピック聖火リレ

ー」 
 
 
 
 
 
OVEPアクティビテ
ィシート p.12「スピ
リットに点火する：

オリンピック聖火」 
 

まとめ

（5分） 
聖火と聖火リレーにはどのよ

うな意味があったか振り返る。 
東京 2020 聖火リレーに関心
を持たせる。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

1 
 

教師用指導案「聖火と聖火リレー」 
 
〇 対象：   中学生 
〇 本時のねらい：  聖火の歴史と東京 2020聖火リレーの意味を理解する 
〇 準備物：   インターネットに接続できるタブレット又は PC 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳、保健体育理論等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】聖火リレーが 2020年
に日本国内で行われますが、本

校のある都道府県ではいつ行

われるか知っていますか？ 
オリンピック聖火はどのよう

な意味があるのでしょうか？ 

 
本時はオリンピック聖火と

聖火リレーの意味について

学ぶことを理解させる。 
オリンピック聖火について

知っていることを話し合わ

せる。 

 
東京 2020 ウェブサ
イト「東京 2020聖火
リレー」 
「東京 2020 聖火リ
レー授業用参考資

料」 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
 
 
(10分) 
 
 
 
 
 
(20分) 

 
2）聖火の歴史について知る。 
（古代における聖火の意味と

オリンピックの歴史について

知る） 
 
 
3）東京 2020 聖火リレー（オ
リンピックとパラリンピック）

の意味について調べる。それぞ

れどんなテーマを持っている

だろうか。 
 
4）東京 1964 大会時の聖火リ
レーについて調べる。どのよう

なコースを通ったのだろう。ま

た、コースにはどのような意味

が込められていたのか、考えて

みよう。 

 
資料を用いてオリンピック

聖火の意味を学ぶようにす

る。 
 
 
 
オリンピックとパラリンピ

ックそれぞれで聖火リレー

が行われ、それぞれにコンセ

プトが考えられていること

を学ばせる。 
 
東京 1964 大会では、4 つの
コースに分かれて全都道府

県をリレーしたことを学ば

せる。 
人々がどのような思いで聖

火を迎えたのか、考えさせる

（又は、当時を知る地域の人

の話を聞く機会を設ける）。 
 

 
「オリンピック・パ

ラリンピック学習読

本中学校編」p.32-33 
「オリンピック価値

教育の基礎」p.40-41 
 
東京 2020 ウェブサ
イト「東京 2020聖火
リレー」 
 
 
 
「オリンピック・パ

ラリンピック学習読

本中学校編」P32-
33、P46 

まとめ 
(5分) 

オリンピック聖火の歴史と意

味、東京 2020聖火リレーの意
味について振り返る。 

今後も聖火リレーに関心を

持つよう方向づける。 
 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

1 
 

教師用指導案「聖火と聖火リレー」 
 
〇 対象：   高校生 
〇 本時のねらい：  聖火の歴史と東京 2020聖火リレーの意味を理解する 
〇 準備物：   インターネットに接続できるタブレット又は PC 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、現代社会、保健体育 等 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピック聖火の採

火式はギリシャで行われます。

なぜギリシャで行われるので

しょうか。 

 
本時は聖火と聖火リレーの

歴史と意味について学ぶこ

とを理解させる。 
聖火について知っているこ

とを発表させる。 

 
「オリンピック価値

教育の基礎」p.40-41 
「東京 2020 聖火リ
レー授業用参考資

料」 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
(15分) 
 
 
 
 
(15分) 
 

2）オリンピック聖火の歴史と
採火式について知る。 
（古代における聖火の意味と

オリンピアで行われる採火式

を通して聖火の意味を知る） 
 
 
 
3）東京 2020聖火リレー（オリ
ンピックとパラリンピック）の

意味について調べる。 
 
 
4）東京 1964 大会の聖火リレ
ーでは、いくつの国や地域を結

び、何人のランナーが聖火をつ

ないだのか調べる。また、聖火

リレーのコースにはどのよう

な意味が込められていたのか

考えさせる。 

 
 
資料を用いてオリンピック

聖火の歴史とオリンピアで

の採火式について調べる。 
 
 
 
オリンピックとパラリンピ

ックそれぞれで聖火リレー

が行われ、それぞれにコンセ

プトがあることを学ばせる。 
 
東京 1964 大会ではギリシャ
で採火された聖火が,アジア
の国々を経由して、当時アメ

リカの占領下にあった沖縄

に到着したこと、全国で約 10
万人もの走者が参加したこ

となどを学ばせる。 
人々がどのような思いで聖

火を迎えたのか、考えさせる

（又は、当時を知る地域の人

の話を聞く機会を設ける）。 

 
 
「オリンピック・パ

ラリンピック学習読

本高等学校編」p.44-
45 
 
 
東京 2020 ウェブサ
イト「東京 2020聖火
リレー」 
 
 
「オリンピック・パ

ラリンピック学習読

本高等学校編」P44-
45、P64、P73 

まとめ

(5分) 
オリンピック聖火の歴史と意

味、東京 2020聖火リレーの意
味について振り返る。 

聖火について振り返らせ、今

後も継続して関心を持つよ

うよう方向づける。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 09 オリンピック休戦」 

 
〇 対象：  小学校低学年 
〇 本時のねらい： 平和と国際理解の促進のためのツールとしてオリンピック休戦の力

を理解する。  
〇 準備物：  画用紙、絵の具・色鉛筆・クレヨンなどの画材 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳、図工 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(10分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピックは平和の

祭典と呼ばれていますが、それ

はなぜでしょう。 
「オリンピック休戦」について

知る。 

 
 
 
 
テキストの「オリンピック休

戦の歴史」の内容をわかりや

すく説明する。 
 

 
 
 
 
「オリンピック価値

教育」の 48ページ 

展開 
(25分) 

2）世界中の人々が戦争をやめ
てスポーツの競技会に集まっ

てくるようなイメージを持っ

て、世界が平和になるようなポ

スターを描いてみよう。 

テキストの「オリンピック休

戦のシンボル」を児童に提示

してイメージを持たせる。 
必要に応じて、シンボルの中

にオリンピック・リングやオ

リンピック聖火があることや

その意味を説明する。 
児童のイメージが広がるよう

な言葉かけを行う。 
 

「オリンピック価値

教育」の 48ページ 
 
「オリンピック価値

教育」の 32ページ、
40ページ 

まとめ

(10分) 
完成したポスターをグループ

で見せ合おう。 
各自がポスターに込めた思い

やイメージを説明しよう。 

グループの中で見せ合って、

いくつかをクラス全体に紹介

する。 
時間が足りないようなら持ち

帰って完成させるよう指示す

る。 
 

 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 09 オリンピック休戦」 

 
〇 対象：  小学校中・高学年 
〇 本時のねらい： 平和と国際理解の促進のためのツールとしてオリンピック休戦の力

を理解する。  
〇 準備物：  画用紙、絵の具・色鉛筆・クレヨンなどの画材 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳、図工 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(10分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピックは平和の

祭典と呼ばれていますが、それ

はなぜでしょう。 
「オリンピック休戦」について

知る。 

 
 
 
 
テキストの「オリンピック休

戦の歴史」の内容をわかりや

すく説明する（発達段階に応

じて可能ならば各自で読ませ

る）。 
 

 
 
 
 
「オリンピック価値

教育」の 48ページ 

展開 
(5分) 
 
 
 
 
 
 
(20分) 

2）「オリンピック休戦」のイメ
ージを広げる。 
「オリンピック休戦」からイメ

ージするキーワードを書きだ

してみよう。 
 
 
 
3）ポスターを完成させる。 
出てきたキーワードの中から

いくつかを選んで、ことばとそ

こからイメージするイラスト

を描いて、「平和を祈る」ポス

ターを完成させよう。 
 

少人数のグループで取り組

む。 
「オリンピック休戦」からイ

メージするキーワードをブレ

インストーミングさせる。 
まずは別紙にキーワードをど

んどん書かせる。 
 
キーワードの中から発想を広

げさせ、ことばとイラストで

ポスターを完成させる。 

 

まとめ 
(10分) 

完成したポスターをクラス全

体で見せ合おう。 
ポスターに込めた思いやイメ

ージを説明しよう。 

時間が足りないようなら休み

時間や放課後を使って完成さ

せ、クラスや校内に掲示する。 
必要に応じてテキストの「オ

リンピック休戦のシンボル」

を提示して説明する。 

「オリンピック価値

教育」の 48ページ 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 09 オリンピック休戦」 

 
〇 対象：  中学生 
〇 本時のねらい： 平和と国際理解の促進のためのツールとしてオリンピック休戦の力

を理解する。 
〇 準備物：  PC、タブレットなどの ICT機器、ワークシート 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(10分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピックは平和の

祭典と呼ばれていますが、それ

はなぜでしょう。 
「オリンピック休戦」について

知る。 

 
 
 
 
テキストの「オリンピック休

戦の歴史」を各自で読ませ

る）。 

 
 
 
 
「オリンピック価値

教育」の 48ページ 

展開 
(10分) 
 
 
 
 
 
(10分) 
 
 
 
 
(10分) 

2）平和を促進する活動につい
て考える。 
世界の平和を促進する活動に

はどんなものがあるだろうか。

具体的に考えてみよう。 
 
 
3）2）で上がった活動をしてい
る人たちについて調べ、質問し

たいことを考えよう。 
 
 
4）平和を促進する活動してい
る人になったつもりで、3）の
インタビューに答えてみよう。

グループでペアを作り、インタ

ビュアーと答える人を交代し

てみよう。 

少人数のグループで活動させ

る。 
平和を促進する活動につい

て、ブレインストーミングさ

せる。考えが出にくいような

ら身近な例を挙げる。 
 
インターネットなどを使って

調べさせる。 
質問をワークシートに記入さ

せる。 
 
グループの中でペアを作り、

インタビュアーと答える人を

交代して行わせる。 

 
 
ワークシート 
 
 
 
 
PC・タブレット 

まとめ 
(10分) 

平和を促進する活動にはどん

なものがあったか、クラス全体

で共有する。 
インタビューやその答えで面

白かったものをクラスに紹介

しよう。 

グループの代表に発表させ

る。 
活動を見て回り、共有したい

やりとりを見つけておく。 
自分たちができることはない

か、振り返って考えさせる。 

 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 09 オリンピック休戦」 

 
〇 対象：  高校生 
〇 本時のねらい： 平和と国際理解の促進のためのツールとしてオリンピック休戦の力

を理解する。  
〇 準備物：  PC、タブレットなどの ICT機器、ワークシート 
〇 適用可能な学習時間：総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(10分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピックは平和の

祭典と呼ばれていますが、それ

はなぜでしょう。 
「オリンピック休戦」について

知る。 

 
 
 
 
テキストの「オリンピック休

戦の歴史」を各自で読ませ

る）。 

 
 
 
 
「オリンピック価値

教育」の 48ページ 

展開 
(15分) 
 
 
 
 
 
 
 
(15分) 

2）「オリンピック休戦」の現実
について考える 
現在のオリンピックは「休戦」

を実現できているだろうか。具

体的に考えてみよう。 
「オリンピック休戦」の実現に

は何が必要だろうか。 
 
 
3）「オリンピック休戦」を実現
するための活動を世界の若者

に呼びかけてみよう。 
どんなスローガンでどんなメ

ッセージを送るのが効果的か。 
各自が表現できる独創的な方

法を考えてみよう。 
 

少人数のグループで活動させ

る。 
インターネットを使って具体

的な事例を調べさせる。 
 
現実の事例から必要なことを

具体的に考えさせ、次の活動

につなげる。 
 
各自が考えた独創的な方法を

ヒントにグループでイメージ

が広げられるように指導す

る。 

ワークシート 
PC・タブレット 

まとめ 
(10分) 

グループの成果をクラス全体

で共有する。 
メッセージを世界に発信する

にはどんな方法があるだろう

か。 

グループの代表に発表させ

る。 
自分たちに何ができるか、世

界に発信するにはどうしたら

よいか考えさせる。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 
 

 
 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 22 オリンピック競技大会を通じた持続可能な開発」関連 
「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」の意味 

 
〇 対象：   小学校低学年 
〇 本時のねらい：  リサイクルを知り、その重要性を理解する。 
〇 準備物：   東京 2020公式ウェブサイト、色鉛筆（クレヨン） 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 

 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピック・パラリ

ンピックには何種類のメダル

がありますか？  

メダルには金・銀・銅の３種

類があり、みんなが協力する

ことでメダルを作る方法が

あることを説明する。 

 

展開 
(20分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15分) 
 
 
 

2）メダルについて知る 
金・銀・銅の３種類のメダル

の絵を描く。 
オリンピック・パラリンピッ

クのメダルはたくさん必要だ

が、東京 2020大会では、使わ
なくなったゲーム機、携帯電話

やパソコンなどから作ろうと

していることを説明する。 
他にアイロンやカメラも利用

できることを知る。 
 
 

3)内村航平選手（体操）や池崎
大輔選手（ウィルチェアラグビ

ー）のメッセージを読んで、メ

ダルプロジェクトの大切さを

理解する。 
 

色鉛筆やクレヨンを使って

ワークシートに絵を描く。 
全体が概ね塗り終わったら、

「都市鉱山からつくるみん

なのメダルプロジェクト」と

して、携帯電話・ゲーム機、

パソコンなどからメダルを

作っていることを説明する。 
 
 
 
 
 
選手のメッセージを児童で

もわかるように読んで説明

する。 

東京 2020 公式ウェ
ブサイト「都市鉱山

からつくる！みんな

のメダルプロジェク

ト」について 
 
 
 
 
 
 
 
 
同ウェブサイト「ア

スリートからのコメ

ント」 

まとめ 
(5分) 

不要になった携帯電話で金メ

ダルが作れること、リサイクル

することの大切さを振り返る。 

家にある使われていない携

帯電話を探してみること、回

収場所（市区町村の役場や郵

便局など）にも言及する。 

 

 
  

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 
 

 
 

OVEP 教師用指導案「アクティビティシート 22 オリンピック競技大会を通じた持続可能な開発」関連 
「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」の意味 
 

〇 対象：   小学校中・高学年 
〇 本時のねらい：  リサイクルによるメダルの製作を知り、リサイクルの重要性 

を理解する。 
〇 準備物：   インターネットに接続できるタブレットまたは PC 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳、学級活動 等 
 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5 分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】オリンピック・パラリ

ンピックのメダルは使用済み

の携帯電話で作られることを

知っていますか？  

東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会では、メダル

はリサイクルによって製作

されていること、本時はそれ

について学ぶことを理解さ

せる。 

 

展開 
(20 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5 分) 
 
 
 
 
 
(10 分) 

2）メダルプロジェクトについ

て知る 
「都市鉱山からつくる！みん

なのメダルプロジェクト」の概

要を知る。 
携帯電話から金属の精製過程

を動画「ドコモのケータイリサ

イクル」を通して理解する。 
他にアイロンやカメラなどい

ろいろな小型家電も利用でき

ることを知る。 
 
3)内村航平選手（体操）や池崎

大輔選手（ウィルチェアラグビ

ー）のメッセージを読んで、こ

のプロジェクトの大切さを理

解する。 
 
4) みんなのメダルプロジェク

トで作られたメダルをもらっ

た選手はどう思うだろうか、グ

ループで話し合う。 

自分の身の回りにある不要

になったものが役に立つこ

とを理解する。 
市区町村の役場、郵便局、ド

コモショップなどで行われ

ていることを知る。 
 
 
 
 
 
 
選手のメッセージを児童で

もわかるように読んで説明

する。 
 
 
 
いくつかのグループでの話

し合いを発表させる。 

東京 2020 公式ウェ

ブサイト「都市鉱山

からつくる！みんな

のメダルプロジェク

ト」の「メダルの原材

料」について 
 
 
 
 
 
 
東京 2020 公式ウェ

ブサイト「プロジェ

クト参加方法につい

て」のリンク先動画 
 
 
同ウェブサイト「ア

スリートからのコメ

ント」 

まとめ

（5 分） 
リサイクルの大切さについて、

振り返る。 
家にある使われていない携

帯電話や小型家電を探して

みることにも言及する。 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 
 

 
 

OVEP教師用指導案「アクティビティシート 22 オリンピック競技大会を通じた持続可能な開発」関連 
「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」の意味 

 
〇 対象：   中学生 
〇 本時のねらい：  リサイクルによるメダルの製作について知り、リサイクルの 

重要性を理解する。 
〇 準備物：   インターネットに接続できるタブレットまたは PC、ワークシート 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳 等 
 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】東京 2020大会のメダ
ルは、携帯電話や PCなど使用
済み小型家電で作られること

を知っていますか？  

東京 2020 大会では、メダル
はリサイクルによって作ら

れること、本時はそれについ

て学ぶことを理解させる。 

 
 
 
 
 

展開 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10分) 

2）オリンピックのメダルのデ
ザインについて知る 
（オリンピック夏季大会のお

もて面は、アテネのパナシナイ

コスタジアムに立つ勝利の女

神ニーケが描かれていて、これ

はアテネ 2004大会から決めら
れていることを学ぶ。 
裏面は競技名と大会エンブレ

ムがデザインされる。） 
 
3）「都市鉱山からつくる！みんな
のメダルプロジェクト」の概要を

知る。 
携帯電話から金属の精製過程に

ついて動画を通して理解する。 
他にアイロンやカメラなどい

ろいろな小型家電も利用でき

ることを知る。 
 
4）「都市鉱山からつくる！みん
なのメダルプロジェクト」につ

いてどう思うか、話し合おう。 

オリンピックメダルは、2003
年に現在のオリンピック夏

季大会のおもて面のデザイ

ンが改定され、アテネの競技

場に降り立つニーケの像と

いう今日のデザインになっ

たことを伝える。 
 
 
 
 
「都市鉱山からつくる！み

んなのメダルプロジェクト」

についてその内容を説明す

る。 
 
 
 
 
 
隣の人とまたはグループで

話し合い、時間があれば発表

させる。 

東京 2020 公式ウェ
ブサイト「オリンピ

ック・パラリンピッ

クメダルの豆知識」

について 
 
 
 
 
 
 
東京 2020 公式ウェ
ブサイト「都市鉱山

からつくる！みんな

のメダルプロジェク

ト」および同ウェブ

サイトの「プロジェ

クト参加方法につい

て」のリンク先動画 
 
 
 
 

まとめ 
(5分) 

リサイクルすることの大切さ

を確認するとともに、不要にな

った携帯電話や小型家電をリ

サイクルに出そう。 

これらを回収している身近

な場所（市区町村の役場や郵

便局など）に言及する。 

 

資　料 
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【監修：国立大学法人筑波大学】 
 

 
 

OVEP 教師用指導案「アクティビティシート 22 オリンピック競技大会を通じた持続可能な開発」関連 

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」の意味 

 

〇 対象：   高校生 
〇 本時のねらい：  リサイクルによるメダルの製作について知り、リサイクルの 

重要性を理解する。 
〇 準備物：   インターネットに接続できるタブレットまたは PC、ワークシート 
〇 適用可能な学習時間： 総合的な学習の時間、道徳 等 
時間 学習活動 指導上の留意点 参照資料等 
導入 
(5 分) 

1）本時の見通しを持つ 
【発問】東京 2020 大会のメダ

ルは、携帯電話や PC など使用

済み小型家電で作られること

を知っていますか？  

東京 2020 大会では、メダル

はリサイクルによって製作

されていること、本時はそれ

について学ぶことを理解さ

せる。 

 
 
 
 
 

展開 
(10 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(20 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10 分) 

2）オリンピックのメダルのデ

ザインについて知る 
（オリンピック夏季大会のお

もて面は、アテネのパナシナイ

コスタジアムに立つ勝利の女

神ニーケが描かれていて、これ

はアテネ 2004大会から決めら

れていることを学ぶ。 
裏面は競技名と大会エンブレ

ムがデザインされる。） 
 
3）「都市鉱山からつくる！みん

なのメダルプロジェクト」の概

要を知る。 
携帯電話から金属の精製過程

を動画「ドコモのケータイリサ

イクル」を通して理解する。 
他にアイロンやカメラなどい

ろいろな小型家電も利用でき

ることを知る。 
 
4）「都市鉱山からつくる！みん

なのメダルプロジェクト」につ

いてどう思うか、話し合おう。 

オリンピック夏季大会のメ

ダルは、2003 年に現在のオリ

ンピック夏季大会のおもて

面のデザインが改定され、ア

テネのパナシナイコスタジ

アムに立つニーケの像とい

う今日のデザインになった。 
 
 
 
 
金メダルは銀製の円盤に 6グ

ラム以上の純金で金張りし

たもの。メダルの製作には銀

と銅が大量に必要であるこ

とを知り、それらが含まれて

いる小型家電をインターネ

ットなどで探す。 
 
 
 
各グループ単位で考えさせ

る。 

東京 2020 公式ウェ

ブサイト「オリンピ

ック・パラリンピッ

クメダルの豆知識」 
 
 
 
 
 
 
 
東京 2020 公式ウェ

ブサイト「都市鉱山

からつくる！みんな

のメダルプロジェク

ト」および同ウェブ

サイトの「プロジェ

クト参加方法につい

て」のリンク先動画 
 

まとめ 
(5 分) 

リサイクルすることの大切さ

を確認するとともに、不要にな

った携帯電話や小型家電をリ

サイクルに出して参加しよう。 

これらを回収している身近な場

所これらを回収している身近な

場所（市区町村の役場や郵便局

など）に言及する。 
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委員長 茂呂　雄二 附属学校教育局教育長
副委員長 雷坂　浩之 附属学校教育局教育長補佐

濱本　悟志 附属学校教育局次長
小林美智子 教育長特命補佐
真田　　久 体育専門学群長
小島　道生 教育局准教授
宮﨑　明世 体育系准教授
清水　　由 附属小学校教諭
山形　友広 附属中学校教諭
鮫島　康太 附属高等学校教諭
登坂　太樹 附属駒場中・高等学校教諭
藤原　亮治 附属坂戸高等学校教諭
原田　清生 附属視覚特別支援学校教諭
岡本　三郎 附属聴覚特別支援学校教諭
初村多津子 附属大塚特別支援学校教諭
寒河江　核 附属桐が丘特別支援学校教諭
松館　敬太 附属久里浜特別支援学校教諭

CORE

SPEC

Director

Advisor

11

IOC

つくば国際スポーツ
アカデミー（TIAS）

筑波大学附属学校オリンピック教育推進専門委員会委員（平成 30 年度）

筑波大学オリンピック教育プラットフォーム組織図
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